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2019 年６月期海外渡航旅費援助を決定 

 公益財団法人電気通信普及財団（理事長 中山 進）は 2019 年 6 月期の海外渡航旅費援

助を下記のとおり決定しました。 

この支援事業は、海外の学会等で情報通信に関する研究発表を行う研究者に対し、渡航費

等の一部を援助するものです。 

記 

 ◎ 2019 年 6 月期海外渡航旅費援助の概要 

  １ 申込み件数  20 件   4,823 千円 

  ２ 採択   10 件   2,495 千円 

    援助対象者、会議名および開催地は別紙のとおりです。 

  

                                 連絡先 

 公益財団法人電気通信普及財団 

 担当： 事業部  中川 一郎 

           電話： 03-3580-3414 

jigyoubu@taf.or.jp 

  

報 道 発 表 



 電気通信普及財団　2019年6月期　海外渡航旅費援助対象者

申込者 国際会議名称 開催地
援助
金額

（千円）

九州大学
大学院システム情報科学府情報学
専攻数理講座
博士後期課程2年
宮本　耕平

2019 IEEE International Symposium
on Information Theory

フランス
パリ 290

福岡工業大学
情報工学部・情報通信工学科
ポスト・ドクター
Elmazi　Donald

The 13th International Conference on
Innovative Mobile and Internet
Services in Ubiquitous Computing
(IMIS-2019)

オーストラリア
シドニー 220

北見工業大学
地域未来デザイン工学科・情報通信
系
助教
SHAO　XUN

The 28th International Conference on
Computer Communications and
Networks (ICCCN 2019)

スペイン
バレンシア 315

東京工業大学
工学院システム制御系
大学院生（博士課程）
Widya　Aji Residra

第41回 International Conference of
the IEEE Engineering in Medicine and
Biology Society (EMBC2019)

ドイツ
ベルリン 290

千葉大学
大学院融合理工学府数学情報科学
専攻
博士2年
角田　有

2019 IEEE International Symposium
on Information Theory

フランス
パリ 290

大阪府立大学大学院
人間社会システム科学研究科
博士後期課程１年
福島　卓弥

16回 The 16th International
Conference on Modeling Decisions for
Artificial Intelligence

イタリア
ミラノ 290

北海道大学
情報科学研究科
博士3年生
栗　達

The fifth linguistic and cognitive
approaches to dialog agents workshop
of IJCAI 2019

中国
マカオ 150

奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科　情報科学領
域
助教
小蔵　正輝

60回 2019 American Control
Conference

米国
フィラデルフィア 250

北海道大学
大学院情報科学研究科
後期博士課程学生
Swieczkowska　Patrycja

The 5th Linguistic and Cognitive
Approaches to Dialog Agents (IJCAI
2019 Workshop)

中国
マカオ 150

法政大学
社会学部
専任講師
橋爪　絢子

21st International Conference on
Human-Computer Interaction (HCI
International 2019)

米国
オーランド 250

2,495

申込件数 １９件 申込金額 4,823千円

採択件数 １０件 採択金額 2,495千円
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